
  5月は前期人権教育月間です  

５月１日に校長講話があり、人権教育に関わって「幸せとは？」についてお話を聞いたり、グループ
ワークで意見交換したりしました。 

校長講話からはじまった前期人権教育月間は終わります。各学年ではこの 1 ヶ月人権学習（自
分の生き方を考える大切な学習）を大切にしてきました。少し紹介します。 

普段の生活の中でも人権について大切にしながらいろいろな考え方に出会い、自分たちの生きて
いく社会について考えていく機会を大切にしたいと思っています。 
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〇１年生・・・「差別する心の仕組みを考えよう」の感想より 
・人をいじめてはいけない、差別をしてはいけないと分かっていても、ついその様な言葉が出てし
まうことが自分にもありました。心と頭で人権・差別について考え、常に話している相手のことを
考えることが必要だなと思いました。 

 

〇２年生・・・『「いじめ」と「いじり」について考えよう』の感想より 
 ・「いじり」と「いじめ」は同じだと思います。友達にはいじっていいという考えがある時点で相手を
選んでいるし、みんなが笑っているからいいじゃんと思っている時点で、自分がうけるとか、自
分のことしか考えていないと思います。 

 
〇３年生・・・「ハンセン病とは？」の感想より 
・ハンセン病にかかっただけで家族と引き離され、結婚しても子どもを産むことが許されないの
は、きっとすごく辛かっただろうなと思いました。過去のこととは思わず、もっとよく知って、同じ過
ちを繰り返すことのないように、私たちの後の世代にまでつなぐこと、忘れないことが大切だと感
じました。 
・周りの古い考えが根付いているから、今でもハンセン病にかかっただけで、冷たい目で見られ 

てしまう。自分の知らない差別がいっぱいあって、しっかり向き合わなければいけないと思った。
また、正しい知識を身につけ、広めたいと思った。 

哲学対話「幸せとは？」 

 

今日から「人権月間」が始まります。 

人権というのは、みんなが自分らしく生きて、 

自分の幸せを大切にできるためにあるものです。 

そこで今日は、「幸せとは何だろう？」というテーマで、 

みんなで自由に考え、話し合う時間を持ちたいと思います。 

正しい答えを出す場ではありません。 

自分の思ったこと、感じたことを大事にしてください。 

また、友だちの話も、あたたかい気持ちで聴いてみましょう。 

いろんな『幸せ』があっていい。 

その違いを楽しみながら、ゆっくり対話していきましょう。 

 

【まとめ】 

たくさんの『幸せ』にふれることができましたか。 

幸せは人それぞれ違うもの。 

幸せに気づくことがとても大切だと思っています。 

これからも、自分の幸せも、まわりの人の幸せも、 

大事にできる人になっていきましょう。 



 

 

  

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

生徒総会で生徒会スローガン決定  「輝」 
５月２日（金）に生徒総会がありました。今年度の生徒会スローガンは『輝』に決まりました。この

「輝」という１文字には、「笑顔が輝く」「一人ひとりが輝く」「個性が輝く」という３つの願いが込められ

ています。その中の「笑顔が輝く」は一度しかない中学 1,2,3 年生として過ごすかけがえのない一年

間を輝く笑顔で過ごしてほしいという願いが込められています。(スローガンに込めた願いより) 

スローガンの達成に向けて、「全校が一体となる交流活動」「全員が主役となる活動・レク」「意見

集約」「個性が輝く環境づくり」の４つを柱に取り組む予定です。一人ひとりの輝きが、学校の輝きとな

って、この青木村を照らす一筋の光となることを願います。 

 

 

 

 

 

 

 

◇◇◇６月の予定◇◇◇  

４日(水)全校一斉美化活動 

１２日(木)フッ化物塗布 

１３日（金）学校集金振替日 

東信大会壮行会 

１７日(火)プール開き 

1８日(水)漢字道場 

２６日(木)１学期期末テスト 

中体連東信大会日程 

女バレ（6/1４～）    男バレ（6/2１～） 

アイリスセミナー 

ガイダンス ６／６(金) 

第1回 ６／２０(金)   第2回６／２７(金) 

第 3回７／４(金)     まとめ７／８（火） 

部活動地域移行の第一歩「ヒップホップに挑戦！」 

部活動の地域移行に伴い、村教育委員会主催で地域移行クラブ 

「ヒップホップに挑戦！」のガイダンスを行いました。少しでも多くの生徒 

が運動や興味ある活動に取り組んでほしい、青木村の特色ある活動の 

１つとして位置付いてほしいという願いから、今年度初めて行いました。 

ダンスの楽しさに触れて、青木村がダンスの村になったら素敵ですよね。 

☆５月１６日(金) 『アカデミー弦楽合奏団＆テノール・マリンバ』による、鑑賞音楽会がありました☆ 
生徒の感想より（一部抜粋） 
・たくさんの楽器で演奏しているのに、音が１つに聴こえて一体感がありました。 
・私はよくマリンバの曲を聴いていたので、目の前で見たり聴けたりして、 
とても感動しました。 
・今回、最もうれしかったのは、自分が憧れる楽器の１つ、弦楽器を演奏して 
くれたことです。また、自分の好きな音楽家の曲を演奏してくれたのも 
うれしかったです。大満足です！ 
・テノールの角田さんはものすごい声量で体育館中に響いていて、自分たちとは全く別で圧倒されました。 
・去年の楽団とは選曲が違って、楽器などが同じでも、曲の雰囲気が変わるだけで、こんなに色々な気持ちが 
伝わってくるのも、音楽の素晴らしい特徴だと思いました。 

 
セルフスタディ探究（セルス探）の時間に作りました！ 毎週水曜日の朝、20分間の「セルス探」を行ってい 
ます。3年生 2名が昨年度３学期から追究を続けて、ついに完成したのがこの作品。これ何だと思いますか？ 

実は机です！よく見ると、上の台を支える柱がなく、なんとたこ糸のような５本のひもが 
ついているだけなのです。なぜ落ちないの？なぜ浮いているの？とても不思議な机です。 
「テンセグリティ構造」というらしいです。科学と技術の知識・技能が融合した作品です！ 


